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No.166
7月定例会
◎補正予算をチェック
◎いじめ対策を強化
◎11人が問う　一般質問
◎議員と語ろう会を開催しました

平成30年7月18日発行　長崎県長与町議会
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青空のもと　出発！（ヘルシーウォーキング）

よ
なが町議会だより

Nagayo Town Assembly Newsletter
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ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、
保
守

費
用
な
ど
含
め
）
で
は
、
ど

の
程
度
縮
減
効
果
が
出
る
の

か
。

33
年
ま
で
リ
ー
ス
し
た
場
合

と
、
順
次
買
い
取
り
の
場
合

と
の
縮
減
額
は
１
８
８
０
万

円
に
な
る
。

学
校
の
パ
ソ
コ
ン
買
い
取

り
は
今
回
分
だ
け
で
も

１
８
８
０
万
円
の
削
減
と
な

る
な
ら
ば
、
庁
舎
全
体
の
分

を
、
リ
ー
ス
か
ら
買
い
取
り

へ
変
更
す
る
と
大
き
な
削
減

効
果
と
な
る
。
管
理
職
会
議

な
ど
で
情
報
を
共
有
化
す
る

議
論
は
し
て
き
た
の
か
。

庁
舎
内
の
パ
ソ
コ
ン
も
リ
ー

ス
契
約
の
更
新
時
、
買
い
取

り
に
移
行
し
て
お
り
、
教
育

委
員
会
と
し
て
も
今
回
か
ら

適
用
す
る
よ
う
に
し
た
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
試
験
運
行
事

業
は
発
注
さ
れ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
委
託
期
間
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
内
の
タ
ク
シ
ー
会
社
3
社

を
選
定
し
、
そ
の
う
ち
１
社

と
委
託
契
約
を
し
た
。
試
験

運
行
の
委
託
期
間
は
６
カ
月

で
あ
る
。

農
林
水
産
業
費
で
、
防
災
減

災
事
業
の
設
計
業
務
委
託
料

（
８
０
０
万
円
）
の
対
象
に

な
っ
て
い
る
「
七な

な

葉は

迫さ
こ

た
め

池
」
は
、
江
戸
時
代
に
造
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
文
化
的

価
値
が
あ
る
と
思
う
。
歴
史

的
遺
産
で
あ
る
こ
と
を
加
味

し
た
計
画
か
。

昭
和
57
年
の
長
崎
大
水
害
時

に
災
害
復
旧
工
事
で
水
に
接

す
る
全
面
の
改
修
工
事
を

行
っ
た
時
、
水
を
抜
く
手
掘

り
の
「
栓
」
の
部
分
を
保
存

し
、
洗
切
小
学
校
に
展
示
し

て
い
る
。
今
後
も
歴
史
的
な

も
の
が
新
た
に
出
れ
ば
、
業

者
と
協
議
し
た
い
。

中
尾
城
公
園
内
の
私
有
地
を

購
入
す
る
予
定
（
公
園
用
地

購
入
費
９
３
４
万
７
千
円
）

と
説
明
が
あ
っ
た
が
、
現
在

ま
で
購
入
に
至
ら
な
か
っ
た

理
由
は
何
か
。

当
時
は
無
償
で
提
供
さ
れ
て

い
た
が
、
土
地
を
相
続
し
た

方
か
ら
返
却
の
申
し
出
が

あ
っ
た
。
元
の
畑
に
戻
し
返

却
す
る
か
、
町
が
購
入
し
公

園
と
し
て
継
続
す
る
か
を
協

議
を
し
た
結
果
、
購
入
す
る

こ
と
が
安
価
で
ベ
ス
ト
だ
と

判
断
し
た
。

小
中
学
校
の
教
職
員
用
パ

ソ
コ
ン
を
、
経
費
削
減
の

た
め
に
リ
ー
ス
か
ら
買
い

取
り
に
変
更
す
る
と
の
説

明
で
あ
っ
た(

調
達
方
法

変
更
に
伴
う
経
費
な
ど
、

３
１
１
７
万
５
千
円
）。
５

年
分
の
リ
ー
ス
料
と
、
買
い

取
り
時
の
費
用
（
初
期
費
用
、

問問

問問

問問

答答

答

答

答

七葉迫ため池の防災対策
教職員用パソコン購入など

30
年
第
２
回
定
例
議
会
を
、
６
月
５
日
か
ら
14
日
ま
で
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
町
長
提
案
の
10
議
案
を
審
議
し
可
決
。

議
会
側
が
提
案
し
た
２
つ
の
議
案
も
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

七葉迫ため池　2年 8カ月の歳月を費やし慶応2年（1866）完成
（平木場郷）

30年度一般会計補正予算（第1号）

全会一致

可決

一般会計に6472万４千円を追加
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左
記
の
意
見
書
を
可
決
し
、
衆
参
両
院
議
長
・
内
閣
総

理
大
臣
・
外
務
大
臣
へ
送
付
し
ま
し
た

　　

長
与
町
で
は
、
核
兵
器
の
脅
威
を
な
く
し
、
世
界
平
和
と
人
類
の
恒

久
的
な
安
全
・
生
存
を
保
持
す
る
た
め
、
紛
争
・
戦
争
の
な
い
世
界
の

実
現
を
強
く
望
み
、
平
成
６
年
９
月
19
日
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
願
っ
て

「
平
和
で
安
全
な
町
」
を
宣
言
し
、
平
和
の
尊
さ
と
核
兵
器
の
悲
惨
さ
を

後
世
に
伝
え
続
け
て
い
る
。

　

我
が
国
は
、
非
人
道
的
な
核
兵
器
使
用
の
悲
惨
さ
を
全
世
界
に
発
信

で
き
る
唯
一
の
国
で
あ
り
、
核
軍
縮
の
実
質
的
な
前
進
に
向
け
て
、
核

保
有
国
と
非
保
有
国
、
立
場
の
違
う
国
々
と
の
橋
渡
し
役
が
で
き
る
国

で
も
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
国
民
の
生
命
財
産
を
守
る
責
任
を
有

す
る
政
府
と
し
て
、 

安
全
保
障
に
お
け
る
現
況
の
脅
威
に
対
し
適
切
に

対
処
す
る
と
と
も
に
、
国
連
で
の
核
兵
器
廃
絶
決
議
の
採
択
を
受
け
て
、

核
兵
器
禁
上
条
約
の
署
名
・
批
准
等
、
様
々
な
問
題
解
決
に
向
け
て
、

具
体
的
取
組
を
行
う
よ
う
強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
基
づ
き
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

平
成
30
年
６
月
14
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
崎
県
長
与
町
議
会

　

議
会
は
、
議
員
自
ら
を
律
す
る
た
め
長
与
町
議
会

議
員
政
治
倫
理
条
例
を
制
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
条

例
は
議
会
運
営
委
員
会
で
見
直
し
を
進
め
て
い
ま

し
た
が
、
全
面
改
正
と
す
る
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

議
員
は
、
政
治
倫
理
に
反
す
る
事
実
が
あ
る
と
の

疑
惑
を
持
た
れ
た
と
き
は
、
説
明
責
任
を
果
た
す
こ

と
な
ど
を
規
定
し
ま
し
た
。

　

町
民
も
主
権
者
と
し
て
自
覚
を
持
ち
、
議
員
に
対

し
政
治
倫
理
基
準
に
反
す
る
働
き
か
け
を
行
っ
て
は

な
ら
な
い
な
ど
の
規
定
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

議
員
は
、
そ
の
職
務
に
関
し
て
不
正
の
疑
惑
を
持

た
れ
る
行
為
を
し
な
い
こ
と
、
特
定
の
個
人
ま
た
団

体
の
利
益
を
求
め
て
、
公
共
の
利
益
を
損
な
う
よ
う

な
行
為
を
し
な
い
こ
と
な
ど
を
規
定
し
ま
し
た
。

　

議
会
は
町
の
政
策
、
予
算
を
審
査
し
決
定
す
る
議

事
機
関
で
あ
り
、
構
成
員
で
あ
る
議
員
は
、
不
正
の

疑
惑
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
町
と
の
契
約
を

辞
退
す
る
よ
う
に
努
め
る
と
規
定
し
ま
し
た
。

　

議
員
に
政
治
倫
理
基
準
等
に
違
反
す
る
疑
い
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
町
民
は
50
人
以
上
、
議

員
は
２
人
以
上
の
署
名
で
審
査
請
求
で
き
る
こ
と
な

ど
を
規
定
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
審
査
の
結
果
、
違
反
行
為
が
事
実
と
認
定

さ
れ
た
と
き
は
、
議
員
は
自
ら
の
責
任
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
と
し
、
議
会
は
、
議
会
の
名
誉
と
品
位
を

守
り
町
民
の
信
頼
回
復
の
た
め
、
議
会
役
職
の
辞
職

勧
告
、
議
員
の
辞
職
勧
告
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

こ
の
結
果
は
公
表
す
る
こ
と
を
規
定
し
ま
し
た
。

核
兵
器
廃
絶
の
国
連
決
議
採
択
後
の

核
兵
器
の
な
い
世
界
へ
の
取
組
強
化

を
求
め
る
意
見
書
（
抜
粋
）

議
員
政
治
倫
理
条
例
を
全
部
改
正

全会一致

可決

全会一致

可決
　
議
員
の
責
務

　
町
民
の
役
割

　
政
治
倫
理
基
準

　
請
負
等
に
関
す
る
遵
守
事
項

　
審
査
請
求

　
対
象
議
員
及
び
議
会
の
措
置
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提
案
区
分

議　　　　　　案

審
議
結
果

浦
川
　
圭
一

中
村
　
美
穂

安
部
　
　
都

饗
庭
　
敦
子

安
藤
　
克
彦

金
子
　
　
恵

分
部
　
和
弘

西
岡
　
克
之

岩
永
　
政
則

喜
々
津
英
世

山
口
憲
一
郎

堤
　
　
理
志

河
野
　
龍
二

吉
岡
　
清
彦

竹
中
　
　
悟

内
村
　
博
法

執
　
　
行
　
　
機 

　
　
関

長与町税条例等の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
長与町都市計画税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
長与町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▼ ▼ ○ ○ ※
長与町いじめ問題対策連絡協議会等条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
長与町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
長与町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
長与町指定地域密着型サービスの事業者等の指定に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

長与町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
平成３０年度長与町一般会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

議
会

長与町議会議員政治倫理条例の全部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
核兵器廃絶の国連決議採択後の核兵器のない世界への取組強化を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

○賛成　▼反対　■棄権　◆除斥　－欠席
※ 議長は採決に加わらないため「※」で表示　
■ 棄権とは、議員自らの意思により表決に参加しないこと。
◆ 除斥とは、議員は直接の利害関係のある事件について、その議事に参与することができないこと。（地方自治法第 117 条）

30年第２回定例会の議案および賛否

　

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
の
規
定
に
基
づ
き
児

童
等
の
尊
厳
を
保
持
す
る
た
め
、
い
じ
め
の
防

止
等
の
た
め
の
対
策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に

推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
組
織
を
設
置
し
ま
す
。

○
長
与
町
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会

　
（
委
員
10
人
以
内
）

○
長
与
町
い
じ
め
等
学
校
問
題
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

　
（
委
員
５
人
以
内
）

○
長
与
町
い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会

　
（
委
員
５
人
以
内
）

26
年
に
町
の
基
本
方
針
を
策
定
し
て
か
ら
時

間
が
経
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
提
案
に
な
っ

た
理
由
は
な
に
か
。

策
定
に
あ
た
り
熟
議
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
い

じ
め
の
重
大
事
案
が
全
国
で
発
生
し
た
が
、

そ
の
第
三
者
会
議
に
お
い
て
構
成
員
を
ど
う

す
る
か
の
所
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
こ
と

か
ら
、
一
番
良
い
形
の
も
の
を
作
る
た
め
に

時
間
が
か
か
っ
た
。

　
「
長
与
町
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
等
条
例
」

の
制
定
に
伴
い
、「
長
与
町
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡

協
議
会
」、「
長
与
町
い
じ
め
等
学
校
問
題
サ
ポ
ー

ト
チ
ー
ム
」
お
よ
び
「
長
与
町
い
じ
め
問
題
調
査

委
員
会
」
の
報
酬
額
を
新
た
に
加
え
る
も
の
で
す
。

○
長
与
町
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会

　
　

会　

長　

日
額
７
４
０
０
円

　
　

委　

員　

日
額
７
０
０
０
円

○
長
与
町
い
じ
め
等
学
校
問
題
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

　
　

委
員
長　

日
額
７
４
０
０
円

　
　

委　

員　

日
額
７
０
０
０
円

○
長
与
町
い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会

　
　

委
員
長　

日
額
７
４
０
０
円

　
　

委　

員　

日
額
７
０
０
０
円

構
成
メ
ン
バ
ー
の
中
で
警
察
署
の
課
長
、
校

長
会
の
会
長
な
ど
の
公
職
者
に
つ
い
て
は
、

報
酬
の
支
給
対
象
に
な
る
の
か
。

公
職
者
に
つ
い
て
は
支
給
さ
れ
な
い
。

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
で
産
業
医
、
医

師
に
つ
い
て
も
報
酬
日
額
は
同
じ
な
の
か
。

委
員
の
日
額
は
同
じ
で
あ
る
。

長
与
町
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡

協
議
会
等
条
例

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
改
正

全会一致

可決
問

問問

答

答答

い じ め 対 策 を 強 化
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代
替
保
育
の
提
供
お
よ
び
確
保
に

つ
い
て
新
た
に
定
め
、
食
事
の
提
供

に
関
し
基
準
の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
で
連
携
条
件
が
緩
和

さ
れ
る
。
ど
の
様
に
な
る
の
か
。

家
庭
的
保
育
事
業
等
を
運
営
す
る

に
は
、
こ
れ
ま
で
保
育
園
や
幼
稚

園
等
と
の
連
携
が
条
件
に
あ
っ
た

が
、
同
様
の
小
規
模
保
育
事
業
と

の
連
携
で
も
可
能
と
な
っ
た
。

町
内
に
対
象
事
業
者
は
存
在
す
る

の
か
。

認
可
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

対
象
事
業
所
が
無
く
て
も
、
条
例

整
備
が
必
要
な
の
か
。

児
童
福
祉
法
で
条
例
制
定
が
規
定

を
さ
れ
て
い
る
。

　

標
記
事
業
の
申
請
者
の
資
格
に
つ

い
て
対
象
拡
大
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
町
独
自
の
条
文
と
し
て
、
24
年

に
制
定
し
た
「
長
与
町
暴
力
団
排
除

条
例
」
を
遵
守
す
る
但
し
書
き
を
新

た
に
加
え
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
に
よ
る
町
内
の
申
請

見
込
み
は
あ
る
の
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
対
象
と
な
る
事
業

者
は
な
い
。

こ
の
条
例
以
外
に
も
暴
力
団
排
除

条
例
の
条
文
は
入
れ
て
い
る
の
か
。

介
護
保
険
課
関
係
の
許
認
可
の
関

係
条
例
で
は
、
こ
の
条
例
の
み
が

入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
今
回
入

れ
た
。

通
常
、
法
人
で
な
い
診
療
所
と
い

う
の
が
想
定
で
き
る
の
か
。

該
当
す
る
診
療
所
は
町
内
で
は
想

定
さ
れ
な
い
。

　

30
年
３
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
、

「
町
長
の
専
決
処
分
事
項
の
指
定
に
関

す
る
条
例
」
の
制
定
に
伴
い
、
企
業

会
計
で
あ
る
水
道
事
業
に
お
い
て
も

専
決
処
分
が
で
き
る
金
額
を
揃
え
整

合
性
を
図
り
、「
10
万
円
以
上
の
」
を

「
１
０
０
万
円
を
超
え
る
」
に
改
め
ま

し
た
。

１
０
０
万
円
と
し
た
根
拠
は
何

か
。

町
長
部
局
に
お
け
る
専
決
処
分
と

の
整
合
性
を
図
る
た
め
、
金
額
を

揃
え
た
。

水
道
局
で
過
去
10
万
円
以
上
の
損

害
賠
償
が
発
生
し
て
い
る
の
か
。

下
水
道
課
で
28
年
度
に
１
件
発
生

し
て
い
る
。

問

問問問

問 問

問問 答

答

答

　

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
要
件

の
明
確
化
と
拡
大
を
行
い
ま
し
た
。

教
員
免
許
部
分
の
改
正
内
容
は
何

か
。

教
員
免
許
は
更
新
が
あ
る
が
、
放

課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
要
件
に

は
必
要
で
は
な
い
。

「
５
年
以
上
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
に
従
事
し
た
者
で
、
町
長
が

適
当
と
認
め
た
者
」
と
は
ど
う
い

う
こ
と
か
。

こ
れ
ま
で
は
高
卒
が
要
件
で
あ
っ

た
が
、
中
卒
で
も
５
年
以
上
の
経

験
が
あ
れ
ば
支
援
員
の
資
格
を
有

す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。

今
後
、
ど
の
よ
う
な
運
用
と
な
る

の
か
。

本
町
で
は
、
町
立
の
児
童
ク
ラ
ブ

が
無
い
た
め
、
資
格
を
有
し
て
い

れ
ば
、
各
事
業
者
で
の
採
用
と
な

る
。

問問 問 答答

答

答

答答

答

答
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
条
例
の

改
正

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
条
例
の
改
正

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
者
等
の
指
定
に

関
す
る
条
例
の
改
正

水
道
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
改
正

全会一致

可決そ  の  他  の  議  案
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11人が問う

掲載ページ

7 吉　岡　清　彦 議員
① 教育行政について
② 行政財源の確保について

8 山　口　憲一郎 議員 ① 町民参加のまちづくりについて

9 金　子　　　恵 議員
① 高田南土地区画整理事業の今後について
② 地域活動と協働の在り方について

10 分　部　和　弘 議員
① 町の社会保障施策の充実と強化について
② 高田南土地区画整理事業について	

11 堤　　　理　志 議員
① 生活安全の問題について
② 生活環境の課題について

12 饗　庭　敦　子 議員
① 情報弱者、情報難民について
② 窓口サービスについて

13 浦　川　圭　一 議員
① 本町における適切な都市計画の見直しについて
② 過去の一般質問の答弁にかかる現状の取組について
③ 第３次男女共同参画計画で示している計画について

14 西　岡　克　之 議員
① 本町の公園の維持、管理について
② 施設の利用料、使用料について

15 竹　中　　　悟 議員
① 「高田南土地区画整理事業の早期完成を」について
② 地元業者育成及び地産地消について

16 河　野　龍　二 議員
① 公共施設町民有料化について
② 町内交通状況の対策について

17 安　部　　　都 議員
① 防災対策の情報発信と避難体制の取り組みについて
② 男女共同参画社会に関わる人権尊重について

一 般 質 問

質問は、行財政全般にわたって議員主導の政策論議をするもので、議員も執行側も十分
な準備を必要とすることから、事前通告制です。
制限時間６０分の範囲内で、一問一答制をとっています。

質問した議員が執筆したものです。
原稿は、原則として１０００文字以内で要約したもので、原文を尊重して掲載しています。

会議録は、長与町図書館、長与北部地区多目的研修集会施設、高田地区公民館、
上長与地区公民館、長与町議会ホームページで閲覧できます。

本会議の模様を、ユーストリームでライブ配信し、ユーチューブで録画配信しています。
ご自宅のパソコンやタブレットなどからもご覧になれます。

一 般 質 問

一般質問の記事

会 議 録 の 閲 覧

会議の中継・配信
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回答

■ 

議
員　

本
町
に
お
け
る
教
育

行
政
の
誇
れ
る
も
の
は
何
か
。

■ 

教
育
長　

28
年
度
か
ら
32
年

度
の
５
カ
年
の
「
長
与
町
教
育
振

興
基
本
計
画
」
の
下
に
教
育
行
政

を
進
め
て
い
る
。
学
校
教
育
関
連

で
は
、
授
業
改
善
や
な
が
よ
検
定

な
ど
に
よ
り
、
基
礎
学
力
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
。
全
国
学
力
学
習

状
況
調
査
で
は
、
全
国
平
均
を
上

回
る
結
果
が
出
て
い
る
。
特
別
支

援
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
一
人
ひ

と
り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
を

行
っ
て
い
る
。
外
国
語
活
動
・
英

語
教
育
の
充
実
に
向
け
て
、
外
国

語
指
導
助
手
を
29
年
９
月
よ
り
１

人
か
ら
３
人
体
制
に
移
行
し
た
。

ま
た
、
中
学
１
年
生
に
は
、
英
語

に
よ
る
長
与
町
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
（
通
称
Ｎ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
）
を
実
施
し
、
英
語
を
使
う
機

会
を
つ
く
っ
た
。
生
涯
学
習
関
係

に
お
い
て
も「
家
庭
教
育
10
カ
条
」

を
作
成
し
家
庭
の
教
育
力
の
向
上

に
努
め
て
い
る
。

■ 

議
員　

こ
れ
か
ら
の
子
ど
も

た
ち
も
「
健
康
・
長
寿
」
と
い
う

課
題
が
発
生
し
て
く
る
が
、
対
策

は
ど
う
か
。

■ 

教
育
長　

生
活
習
慣
病
を
予

測
す
る
一
つ
の
指
標
と
し
て
「
肥

満
」
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
、
現

時
点
で
は
重
点
課
題
と
は
と
ら
え

て
い
な
い
が
、
改
善
す
べ
き
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

小
・
中
学
校
に
お
け

る
ク
ラ
ブ
活
動
の
在
り
方
が
問
わ

れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

■ 

教
育
長　

30
年
３
月
に
ス

ポ
ー
ツ
庁
よ
り
、
運
動
部
活
動
の

在
り
方
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
公
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
基
づ
き

学
期
中
は
週
２
日
以
上
の
休
養
日

を
設
け
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
て

い
く
。

■ 

議
員　
行
政
財
源
の
確
保
に
向

け
て
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

■ 

町
長　

町
の
事
業
推
進
の
た

め
、
国
や
県
と
の
連
携
を
深
め
、

よ
り
積
極
的
に
情
報
の
入
手
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
の
見
直

し
を
図
り
優
先
順
位
に
応
じ
た
事

業
実
施
を
徹
底
す
る
な
ど
、
財
源

確
保
に
努
め
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
る
。

■ 

議
員　

自
主
財
源
の
確
保
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

か
。

■ 

町
長　

生
産
年
齢
人
口
の
減

少
な
ど
に
よ
り
自
主
財
源
の
確
保

は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
対
策
と

し
て
①
団
地
の
早
期
完
成
で
、
安

定
的
な
税
収
の
確
保
②
公
共
施
設

使
用
料
の
見
直
し
に
よ
る
財
源
の

確
保
③
町
税
等
の
徴
収
率
の
ア
ッ

プ
④
歳
出
で
の
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ

ン
グ
⑤
新
た
な
補
助
金
の
確
保
⑥

普
通
財
産
の
利
活
用
、
売
却
な
ど

で
対
応
し
て
い
く
。

■ 

議
員　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

が
発
足
し
た
と
き
か
ら
危
惧
し
て

い
る
が
、
目
的
は
何
か
。

■ 

町
長　

自
分
を
育
ん
で
く
れ

た
ふ
る
さ
と
に
貢
献
す
る
制
度
で

あ
る
。

■ 

議
員　

出
身
地
の
捉
え
方
は

ど
う
か
。

■  

町
長　

特
に
縛
り
は
な
い
。

■ 

議
員　

今
後
の
予
想
は
ど
う

か
。

■  

町
長　

予
想
は
難
し
い
。

子
ど
も
の
健
康
対
策

自
主
財
源
の
確
保

ふ

る

さ

と

納

税

答 問
行
政
財
源
の
取
組
は

国
県
へ
の
働
き
か
け
と

自
主
財
源
が
主

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

教育行政で誇れるものは何か

特別支援教育の充実を図っている
吉
よし

岡
おか

　清
きよ

彦
ひこ

 議員

中学生・会話の実践で外国語力アップ！

「長与特産品」ふるさと納税に貢献大！
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回答

い
か
と
思
う
が
、
加
入
促
進
に
向

け
た
推
進
チ
ー
ム
な
ど
必
要
は
な

い
か
。

■ 

町
長　

自
治
会
の
活
動
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
若
手
世

代
に
焦
点
を
あ
て
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し

て
、
自
治
会
の
魅
力
を
広
く
発
信

し
て
い
く
。

■ 

議
員　

地
域
の
町
づ
く
り
の

一
翼
を
担
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

動
は
、
ス
タ
ー
ト
し
て
15
年
が
経

過
し
た
が
、
そ
の
役
割
は
果
た
さ

れ
て
い
る
か
。

■ 

町
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
、
住
民
の
融
合
と
地
域

の
活
性
化
が
図
ら
れ
て
き
た
。
現

在
も
よ
り
良
い
地
域
を
創
っ
て
い

く
こ
と
を
目
標
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
祭
り
や
地
域
の
パ
ト
ロ
ー

ル
、
あ
い
さ
つ
運
動
、
子
ど
も
の

見
守
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

■ 

議
員　

い
ま
だ
に
「
町
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
っ
て
何
で
す
か
」
と

問
わ
れ
る
。
住
民
へ
の
認
知
度
が

低
い
の
で
は
な
い
か
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

情
報
の
共
有
化
を

山
やま

口
ぐち

憲
けん

一
いち

郎
ろう

 議員

進めよう　町民参加のまちづくり

町民と一体となって進めていく このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

■ 

議
員　
「
町
民
参
加
の
町
づ
く

り
」
の
柱
と
な
る
自
治
会
加
入
率

の
減
少
が
続
い
て
い
る
が
、
町
の

現
在
の
加
入
率
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

■ 

町
長　

29
年
は
69
・
５
％
と

な
っ
て
い
る
。
こ
こ
数
年
を
見
る

と
25
年
の
74
・
２
％
か
ら
年
々
減

少
し
て
お
り
、
懸
念
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

■ 

議
員　

25
年
か
ら
５
年
間
で

５
％
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、

自
治
会
加
入
者
の
減
少
は
、「
町

民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
。
加
入
率
の
向

上
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
立
て
て
い
る
か
。

■ 

町
長　

自
治
会
加
入
促
進
に

つ
い
て
は
、「
長
与
町
自
治
会
加

入
促
進
研
究
会
」
に
よ
り
宣
伝
活

動
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
し
い
集
合
住
宅
の
建

設
の
際
は
、
開
発
業
者
に
協
力
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
転

入
時
に
は
窓
口
で
自
治
会
加
入
の

案
内
を
行
っ
て
い
る
。

■ 

議
員　

自
治
会
加
入
者
の
減

少
は
全
国
的
な
傾
向
で
あ
り
、
今

後
益
々
減
少
し
て
い
く
の
で
は
な

■ 

町
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
方

針
の
中
で
、「
地
域
住
民
の
総
意

に
基
づ
き
連
携
協
調
し
て
、
人
々

の
融
和
と
快
適
な
生
活
を
実
現
す

る
」
と
し
て
お
り
、
地
域
が
抱
え

る
課
題
に
対
し
て
、
地
域
の
皆
さ

ん
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

■ 

議
員　
「
町
民
参
加
の
町
づ
く

り
」
に
必
要
な
情
報
は
ど
の
よ
う

に
提
供
し
、
共
有
化
さ
れ
て
い
る

か
。

■ 

町
長　

町
づ
く
り
へ
の
参
加

を
促
す
為
に
、
多
く
の
情
報
を
的

確
に
分
か
り
易
く
伝
え
る
手
段
と

し
て
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
の
多
様
な
情
報
媒
体
を
活
用

し
た
情
報
発
信
に
努
め
て
い
る
。

自治会加入率の減少に歯止めを
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を
ど
う
考
え
る
か
。

■ 

総
務
部
理
事　

研
究
、
協
議

し
て
い
く
。

■ 

議
員　

地
域
活
動
を
行
う
職

員
に
対
し
、
町
内
外
に
こ
だ
わ
ら

ず
人
事
評
価
の
対
象
と
す
る
な

ど
、
士
気
を
高
め
る
こ
と
が
先
決

と
思
う
が
ど
う
か
。

■ 

総
務
部
長　

評
価
に
は
数
値

化
し
た
も
の
が
い
る
。
そ
れ
が
で

き
れ
ば
、
地
域
活
動
を
評
価
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
研
究
し

た
い
。

■ 

議
員　

高
田
南
土
地
区
画
整

理
事
業
に
つ
い
て
、
今
後
、
50
か

ら
60
億
円
が
か
か
る
と
思
わ
れ

る
。
実
際
、
完
成
ま
で
の
事
業
費

お
よ
び
期
間
を
ど
の
よ
う
に
見
込

ん
で
い
る
か
。

■ 

都
市
計
画
課
長　

現
在
、
協

議
中
で
あ
る
。
整
い
次
第
、
報
告

す
る
。

■ 

議
員　

一
括
施
工
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

の
め
ど
が
立
っ
た
と
い
う
こ
と

か
。

■ 

建
設
産
業
部
長　

す
べ
て
の

め
ど
が
整
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

■ 

議
員　

一
括
施
工
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

を
活
用
す
る
に
し
て
も
か
な
り
の

金
額
が
掛
か
り
、
緊
縮
財
政
に
な

り
か
ね
な
い
。
今
後
の
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
支
障
は
な
い
の
か
。

■ 

都
市
計
画
課
長　

保
留
地
の

処
分
な
ど
歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
な
が
ら
や
っ
て
い
く
。

■ 

議
員　

当
初
、
１
１
１
億

円
と
見
込
ん
で
い
た
事
業
費
が

２
８
１
億
円
。
１
７
０
億
円
の
税

金
を
投
入
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

こ
と
に
関
し
、
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

■ 

課
長　

国
費
、
県
費
、
一
般

財
源
な
ど
す
べ
て
税
金
を
使
っ
て

い
る
。
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

早
く
住
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
早

期
完
成
を
目
指
す
。

■ 

議
員　

こ
の
事
業
に
め
ど
が

つ
い
た
の
ち
、
図
書
館
建
設
に

取
り
掛
か
る
旨
の
発
言
を
し
て
い

る
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
活
用
の
め
ど
も
付
き

つ
つ
あ
り
、
今
後
、
順
調
に
進
捗

す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
め

ど
が
図
書
館
建
設
を
進
め
る
「
そ

の
時
」
に
な
る
の
か
。

■ 

町
長　

ま
ち
づ
く
り
は
30
年

40
年
か
か
る
。
こ
の
事
業
も
時
間

が
か
か
っ
て
い
る
。
図
書
館
を
建

て
る
た
め
の
土
地
は
も
う
買
っ
て

お
り
、
い
つ
で
も
建
て
ら
れ
る
。

も
う
少
し
待
っ
て
ほ
し
い
。

■ 

議
員　

机
上
の
み
で
は
実
情

が
つ
か
め
な
い
。
現
場
で
こ
そ
見

え
る
も
の
が
あ
る
。
共
に
汗
を
か

き
、
悩
み
な
が
ら
も
解
決
し
て
い

く
こ
と
が
、
協
働
、
仕
事
に
も
反

映
さ
れ
る
と
考
え
る
。
職
員
を
応

援
す
る
仕
組
み
を
ど
う
考
え
る
の

か
。

■ 

町
長　

現
場
力
が
根
本
に
あ

る
と
思
う
。
若
い
職
員
の
意
識
も

変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
自
主
的
に

活
動
し
て
く
れ
て
い
る
。

■ 

議
員　

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
地
域
担
当
職
員
制
度
を
取
り
入

れ
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。
担
当

を
決
め
る
こ
と
で
き
め
細
や
か
な

対
応
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
と
思

う
。
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り

答 問
地
域
活
動
を
人
事

評
価
の
対
象
に

評
価
の
た
め
の

数
値
化
を
研
究
す
る

めどは立ったか　高田南一括施工

すべてが整ったわけではない
金
かね

子
こ

　 恵
めぐみ

 議員

緊

縮

財

政

図
書
館
建
設
の
め
ど

※
地
域
担
当
職
員
制
度

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

＊ 

地
域
担
当
職
員
制
度

住
民
と
行
政
が
情
報
を
共
有
し
、

相
互
の
理
解
と
連
携
を
深
め
る
取

り
組
み
と
し
て
、職
員
が
各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ 

の
担
当
と
な
り
、
問
題
の

解
決
に
住
民
と
と
も
に
取
り
組
む

制
度
。

早期完成により、新たなまちづくりを！



社会保障関連経費の大幅な伸びは

扶助費が13億から29億に増加
分
わけ

部
べ

　和
かず

弘
ひろ

 議員
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■ 

議
員　

社
会
保
障
関
連
経
費

の
大
幅
な
伸
び
に
つ
い
て
、
今
後

の
財
政
運
営
に
大
き
く
影
響
す
る

事
項
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

の
か
。

■ 

町
長　

社
会
保
障
関
連
経
費

に
つ
い
て
は
、
国
の
制
度
の
拡
充

に
伴
い
町
が
負
担
す
る
額
が
増
加

し
て
い
る
。
財
源
を
含
め
た
対

応
策
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
重
ね

て
い
る
。
決
算
額
で
18
年
度
と
28

年
度
を
比
較
す
る
と
、「
扶
助
費
」

が
13
億
円
か
ら
29
億
円
に
増
加
し

て
い
る
。
ま
た
、
社
会
福
祉
費
の

う
ち「
児
童
福
祉
」「
障
害
者
福
祉
」

経
費
が
大
き
な
伸
び
を
示
し
て
い

る
。

■ 

議
員　

子
ど
も
の
貧
困
に
つ

い
て
は
県
内
で
は
大
村
市
、
県
外

で
は
武
雄
市
な
ど
で
生
活
実
態
調

査
の
結
果
が
出
て
い
る
。
興
味
深

い
結
果
だ
と
思
う
が
、
本
町
で
の

生
活
実
態
調
査
の
考
え
方
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

施
策
の
方
向
性
を
決

定
し
有
効
性
を
検
証
す
る
た
め
に

調
査
は
一
定
必
要
で
あ
る
と
捉
え

て
い
る
。
厚
労
省
が
示
す
具
体
的

な
調
査
事
例
や
実
施
済
自
治
体
を

参
照
し
、
本
町
の
実
情
を
加
味
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。
26
年
に

子
ど
も
の
貧
困
対
策
大
綱
が
閣
議

決
定
さ
れ
た
が
、
い
ま
だ
に
貧
困

対
策
に
関
す
る
有
効
で
即
効
性
の

あ
る
施
策
は
打
ち
出
さ
れ
て
い
な

い
。
生
活
実
態
調
査
の
実
施
は
大

切
だ
と
思
う
が
、
今
困
っ
て
い
る

子
ど
も
達
に
、
今
で
き
る
支
援
を

い
ち
早
く
実
行
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
捉
え
て
い
る
。

■ 

議
員　

某
雑
誌
に
、
長
与
町

の
良
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
子
育

て
支
援
が
充
実
し
て
い
る
と
の
多

く
の
住
民
の
声
が
掲
載
さ
れ
て
い

た
が
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に
感
じ

る
か
。

■ 
町
長　

子
育
て
、
教
育
、
介

護
の
町
を
目
標
に
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
い
ろ
い
ろ
と
町
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
が
、
節
約
し
支
出
を

抑
え
て
、
子
育
て
、
教
育
、
介
護

に
充
て
ら
れ
る
よ
う
な
町
づ
く
り

を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
町

づ
く
り
を
皆
さ
ん
に
公
表
し
認
知

さ
れ
る
よ
う
精
度
を
高
め
て
い
き

た
い
。

■ 

議
員　

高
田
南
土
地
区
画
整

理
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
多
く
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
て

き
た
。
今
回
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
展

開
す
る
に
あ
た
り
、
今
後
の
課
題

と
な
る
項
目
と
現
在
ま
で
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

■ 

町
長　

課
題
と
し
て
は
、
国

庫
補
助
金
の
確
保
と
町
の
財
政
と

の
調
整
が
主
と
な
る
が
、
今
後
も

国
お
よ
び
県
に
要
望
な
ど
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。
進
捗
状

況
は
一
括
施
工
を
踏
ま
え
た
実
施

計
画
の
変
更
を
国
と
協
議
を
進
め

て
い
る
。
協
議
が
整
い
し
だ
い
地

権
者
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、
そ

の
後
、
入
札
に
向
け
た
事
務
手
続

き
に
進
み
た
い
。

答 問
高
田
南　

現
在
ま
で

の
進
捗
状
況
は

一
括
施
工
を
踏
ま
え　

国
と
協
議
中

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

どう対応する 社会保障費用の増大に向けて
（出典　厚生労働省の資料より）

早期完成に向け動きだした「ＰＦＩ事業」
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実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
増
水
時
の

側
溝
や
河
川
な
ど
の
状
況
把
握
が

必
要
で
は
な
い
か
。

■ 

町
長　

特
段
の
状
況
に
考
慮

し
た
現
況
把
握
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
町
通
学
路
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
で
調
査
確
認
を
行
っ
て
い

る
。
雨
天
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
し
、
対
処
し
て
い
き
た
い
。

■ 

議
員　

野
良
猫
の
増
加
に
と

も
な
い
猫
の
糞
害
に
困
っ
て
い
る

と
の
話
が
出
て
い
る
。
ま
た
、犬
、

猫
の
殺
処
分
を
減
ら
す
た
め
、
譲

渡
会
や
地
域
猫
活
動
と
の
連
携
は

機
能
し
て
い
る
か
。

■ 

町
長　

猫
対
策
・
マ
ナ
ー
に

つ
い
て
広
報
紙
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
協
力
を
お
願
い
し
て

い
る
。
殺
処
分
を
減
ら
す
た
め
の

連
携
と
し
て
は
、
野
良
猫
の
繁
殖

を
抑
制
し
、
生
活
環
境
の
保
全
、

住
民
生
活
の
安
全
を
保
持
す
る
た

め
、
不
妊
・
去
勢
支
援
事
業
の
申

請
を
受
け
、
長
崎
県
獣
医
師
会
と

の
連
携
を
行
っ
て
い
る
。

■ 

議
員　

５
月
以
降
、
オ
オ
キ

ン
ケ
イ
ギ
ク
の
繁
茂
が
見
ら
れ

る
。
繁
殖
力
が
強
く
、
在
来
植
物

の
生
態
や
環
境
を
一
変
さ
せ
る
こ

と
か
ら
駆
除
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス

に
似
て
い
る
こ
と
や
、
環
境
へ
の

悪
影
響
が
周
知
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
住
民
に
よ
る
駆
除
が
あ
ま
り

な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
ど
う
か
。

■ 

町
長　

特
定
外
来
生
物
と
し

て
17
年
に
指
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
駆
除
を
進
め
て
い
く
た
め
に

答 問
住
環
境
の
動
植
物
問
題

対
応
を

周
知　

啓
発
に
努
め
る

生活環境の安全性を問う

雨天時の対応を強化する
　堤
つつみ

　　理
さと

志
し

 議員

は
、
生
態
系
へ
の
影
響
と
駆
除
の

必
要
性
に
つ
い
て
、
町
民
へ
浸
透

を
図
る
こ
と
が
重
要
と
認
識
し
て

お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
な

ど
に
よ
り
周
知
、
啓
発
に
努
め
て

い
き
た
い
。

■ 

議
員　

今
後
、
一
斉
清
掃
前

に
広
報
紙
で
知
ら
せ
て
は
ど
う

か
。

■ 

住
民
環
境
課
長　

そ
の
よ
う

に
対
応
し
た
い
。

■ 

議
員　

新
潟
県
で
児
童
が
行

方
不
明
と
な
り
、
他
殺
体
で
発
見

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
件
が
起

き
た
こ
と
は
、「
住
宅
の
町
長
与

町
」
の
住
民
に
と
っ
て
も
シ
ョ
ッ

ク
で
あ
り
、
不
審
者
へ
の
対
応
に

つ
い
て
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
不
審
者
に
よ
る

声
か
け
や
、
類
似
し
た
事
案
の
発

生
状
況
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

時
津
警
察
署
管
内
で

31
件
、
長
与
町
内
で
11
件
発
生

（
28
年
度
）
し
て
い
る
が
、
事
件

の
報
告
は
あ
っ
て
い
な
い
。

■ 

議
員　

ど
の
よ
う
な
対
応
が

な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

■ 

町
長　

県
警
で
は
、
声
掛
け

事
案
等
情
報(

通
称:

キ
ャ
ッ
チ

く
ん)

に
よ
り
、
広
域
に
及
ぶ
可

能
性
が
あ
る
場
合
は
、
全
エ
リ
ア

に
メ
ー
ル
に
よ
る
配
信
を
行
い
、

注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

児
童
生
徒
の
登
下
校
に
お
け
る
見

守
り
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
い

る
。

■ 

議
員　

滋
賀
県
で
、
増
水
し

た
側
溝
に
児
童
が
流
さ
れ
死
亡
す

る
事
故
が
起
き
た
。
本
町
で
は
毎

年
地
域
ご
と
に
危
険
箇
所
調
査
が

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

特定外来生物に指定され駆除対象のオオキンケイギク
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報
難
民
、
情
報
弱
者
の
人
を
あ
る

程
度
把
握
で
き
る
と
思
う
。

■ 

議
員　

自
治
会
加
入
率
が
、

５
年
間
で
５
％
ほ
ど
下
が
っ
て
い

る
。「
広
報
な
が
よ
」
の
全
戸
配

布
を
考
え
る
時
期
で
は
な
い
か
。

■ 

秘
書
広
報
課
長　

全
戸
配
布

は
近
隣
市
町
の
大
多
数
が
考
え
て

い
な
い
。再
考
す
る
考
え
は
な
い
。

■ 

議
員　
周
知
方
法
は
、
広
報
紙

と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
い
つ
も
言
わ

れ
て
お
り
、
町
民
の
30
％
に
広
報

紙
が
届
い
て
な
い
と
い
う
こ
と
は

大
き
な
問
題
で
は
な
い
か
。

■ 

課
長　
検
討
し
て
い
く
。

■ 
議
員　

全
戸
配
布
す
る
こ
と

で
、
自
治
会
を
知
っ
て
、
加
入
率

に
繋
が
り
、
支
え
合
う
共
助
に
つ

な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

■ 

課
長　
今
後
研
究
し
て
い
く
。

■ 

議
員　

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
一

つ
と
し
て
、
住
民
が
住
所
、
氏
名
、

答 問
書
か
な
い
窓
口
を

取
り
入
れ
て
は

シ
ス
テ
ム
の
統
一
化

が
必
要

広報ながよ　全戸配布を

研究していく
饗
あい

庭
ば

　敦
あつ

子
こ

 議員

■ 

議
員　

自
然
災
害
が
頻
繁
に

発
生
す
る
状
況
を
踏
ま
え
、
適
切

な
避
難
行
動
を
と
る
た
め
に
は
、

災
害
に
関
す
る
情
報
が
迅
速
か
つ

的
確
に
届
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
一
般
的
に
情
報
が
届
き
に
く

い
外
国
人
や
高
齢
者
に
、
災
害
時

に
必
要
な
情
報
が
確
実
に
届
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
「
情
報
難
民
ゼ

ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
、

総
務
省
が
２
０
２
０
年
に
向
け
た

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
含
む
報
告

書
を
公
表
し
て
い
る
。
本
町
で
も

必
要
と
考
え
る
。
必
要
な
人
に
必

要
な
情
報
が
伝
わ
る
事
が
重
要
で

あ
り
、
情
報
難
民
、
情
報
弱
者
へ

の
町
の
支
援
が
不
可
欠
と
考
え

る
。
実
態
の
把
握
は
で
き
て
い
る

か
。

■ 

町
長　

把
握
は
で
き
て
い
な

い
。

■ 

議
員　
な
ぜ
、
把
握
で
き
て
い

な
い
の
か
。
災
害
な
ど
の
時
に
１

番
困
る
と
思
う
。
今
後
ど
う
対
応

す
る
の
か
。

■ 

福
祉
課
長　

３
月
に
避
難
行

動
要
支
援
者
等
の
名
簿
を
作
成
し

た
。
今
後
は
１
人
ひ
と
り
の
計
画

を
た
て
て
状
況
が
わ
か
る
と
、
情

生
年
月
日
、
性
別
を
口
頭
で
言
っ

て
職
員
が
端
末
で
調
べ
、
住
所
変

更
と
と
も
に
、
必
要
な
手
続
は
一

緒
に
行
え
る
と
い
う
「
書
か
な
い

窓
口
」を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

■ 

総
務
課
長　

シ
ス
テ
ム
の
統

一
化
が
必
要
で
あ
り
、
簡
単
に
は

い
か
な
い
。

■ 

議
員　

広
報
な
が
よ
５
月
号

に
掲
載
さ
れ
た
「
す
ぐ
や
る
課
」

の
提
案
は
、
ど
れ
だ
け
の
議
論
を

行
っ
て
ど
う
い
う
チ
ー
ム
で
話
し

合
っ
た
の
か
。

■ 

課
長　

総
務
課
で
協
議
を

行
っ
た
が
、
関
係
所
管
と
の
協
議

を
行
っ
て
お
ら
ず
丁
寧
さ
に
欠
け

て
い
た
。

■ 

町
長　

議
論
を
す
る
場
が
内

容
に
よ
っ
て
は
必
要
と
今
感
じ

た
。

■ 

議
員　

土
曜
日
開
庁
の
サ
ー

ビ
ス
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

ま
た
働
き
方
改
革
の
面
か
ら
考
え

て
ど
う
か
。

■ 
住
民
福
祉
部
長　

29
年
度
の

来
庁
者
５
６
３
件
、
対
応
し
た

職
員
は
１
５
７
人
、
処
理
件
数

７
８
６
件
。
こ
れ
を
多
い
、
少
な

い
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

■ 

総
務
課
長　

働
き
方
改
革
、

実
際
の
件
数
等
で
廃
止
、
縮
小
、

ニ
ー
ズ
を
考
え
て
研
究
し
て
い

く
。

配
布
方
法　

再
考
を

す
ぐ
や
る
課　

提
案

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

すぐやる課　新設を！
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■ 

議
員　

都
市
計
画
の
一
部
見

直
し
が
で
き
な
い
か
。
第
１
種
低

層
住
居
専
用
地
域
に
お
け
る
容
積

率
を
80
％
か
ら
１
０
０
％
ま
で
緩

和
す
る
こ
と
で
同
居
住
宅
建
設
の

促
進
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

■ 
町
長　

都
市
計
画
基
礎
調
査

及
び
国
勢
調
査
等
な
ど
の
結
果
を

踏
ま
え
研
究
す
る
。

■ 

議
員　
高
田
保
育
所
上
部
の
、

今
後
処
分
す
る
と
さ
れ
て
い
る
用

地
に
つ
い
て
は
準
工
業
地
域
と

な
っ
て
い
る
が
、
周
辺
は
戸
建
て

の
住
居
が
建
っ
て
い
る
。
こ
の
ま

ま
で
は
工
場
や
風
俗
営
業
の
施
設

な
ど
の
立
地
も
可
能
と
な
る
。
処

分
す
る
前
に
、
隣
接
す
る
住
居
系

の
用
途
に
変
更
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
ど
う
か
。

■ 

都
市
計
画
課
長　
変
更
す
る
こ

と
で
考
え
て
い
く
。

■ 

議
員　

道
ノ
尾
公
園
跡
地
付

近
に
造
成
さ
れ
る
保
留
地
約
２
万

㎡
に
つ
い
て
は
、
今
後
町
が
ど
の

よ
う
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

街
区
割
り
を
す
る
か
な
ど
重
要
に

な
る
と
思
う
が
、
計
画
は
立
っ
て

い
る
の
か
。

■ 

課
長　

２
万
㎡
一
区
画
で
造

成
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■ 

議
員　

ど
う
い
う
も
の
の
立

地
を
考
え
て
い
る
か
。

■ 

課
長　

現
行
の
第
１
種
住
居

地
域
で
対
応
で
き
る
３
千
㎡
未
満

の
商
業
系
店
舗
な
ど
を
考
え
て
い

る
。

■ 

議
員　

店
舗
な
ど
の
誘
致
を

町
が
望
ん
で
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

1
万
㎡
未
満
の
範
囲
で
建
設
が
で

き
る
第
２
種
住
居
地
域
や
近
隣
商

業
地
域
な
ど
に
変
更
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

■ 

建
設
産
業
部
長　

３
千
㎡
を

超
え
る
よ
う
な
建
物
を
造
る
と
な

る
と
道
路
を
含
む
周
辺
の
基
盤
整

備
が
必
要
と
な
る
の
で
、
変
更
は

難
し
い
と
考
え
る
。

■ 

議
員　

２
万
㎡
の
用
地
の
中

に
３
千
㎡
の
店
舗
が
一
軒
建
つ
と

い
う
こ
と
が
町
の
ま
ち
づ
く
り
と

し
て
適
当
で
あ
る
の
か
。

■ 

部
長　

保
留
地
の
購
入
者
と

具
体
的
な
こ
と
を
協
議
し
な
が
ら

他
市
町
の
事
例
も
見
て
慎
重
に
検

討
す
る
。

■ 

議
員　

経
費
の
削
減
、
管
理

業
務
の
軽
減
を
求
め
て
、
宿
根
草

を
含
む
多
年
草
で
の
植
栽
も
検
討

す
べ
き
と
し
て
い
た
が
ど
う
か
。

■ 

町
長　

今
年
度
は
道
路
に
設

置
し
て
い
る
プ
ラ
ン
タ
ー
に
秋
頃

宿
根
草
で
の
植
栽
を
す
る
。

■ 
議
員　

男
女
共
同
参
画
計
画

で
示
し
て
い
る
計
画
の
取
組
は
ど

う
か
。

■ 

町
長　

４
つ
の
重
点
目
標
の

も
と
に
11
の
推
進
施
策
、
さ
ら
に

28
の
具
体
的
な
施
策
を
掲
げ
て
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
女
性
の
活
躍
の

推
進
に
向
け
、
連
携
し
て
取
り
組

む
。

■ 

議
員　

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が

示
さ
れ
て
い
る
が
新
た
な
予
算
措

置
は
必
要
な
い
の
か
。

■ 

企
画
政
策
課
長　

多
く
は
継

続
す
る
施
策
で
、
当
初
予
算
で
対

応
し
て
い
る
が
、
新
た
な
も
の
に

つ
い
て
は
、
必
要
な
時
期
に
お
願

い
す
る
。

答 問
多
年
草
で
の
植
栽
は

ど
う
な
っ
た

道
路
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に

植
栽
す
る

答 問
男
女
共
同
参
画
計
画
の

取
組
は
ど
う
か

28
の
具
体
的
な
施
策

で
取
り
組
む

都市計画の見直しできないか

都市計画基礎調査を基に研究する
浦
うら

川
かわ

　圭
けい

一
いち

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

造成後の土地利用が注目される道ノ尾公園跡地付近

長与町男女共同参画計画（第 1 次から第 3 次）
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後
の
台
帳
に
よ
る
点
検
も
し
て
い

る
。

■ 

議
員　

新
し
く
設
置
す
る
時

に
は
遊
具
の
使
用
対
象
年
齢
な
ど

も
見
え
る
所
に
表
示
す
る
の
も
必

要
で
は
な
い
か
。

■ 

課
長　

参
考
に
し
た
い
。
今

後
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
公

園
施
設
の
長
寿
命
化
の
策
定
を
し

た
い
。
補
助
金
は
計
画
策
定
と
工

事
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
の
で

計
画
的
に
行
っ
て
い
く
。

■ 

議
員　

町
が
所
管
す
る
施
設

の
使
用
料
、
手
数
料
を
徴
収
す
る

よ
う
に
な
っ
て
１
年
以
上
が
過
ぎ

た
。
私
の
と
こ
ろ
に
は
、
い
ま
だ

に
不
満
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

今
後
条
例
を
廃
止
す
る
考
え
は
な

い
か
。

■ 

教
育
長　

現
在
規
則
に
よ
り

定
め
ら
れ
た
減
免
規
定
に
よ
り

町
内
利
用
者
に
は
減
免
措
置
を

行
っ
て
い
る
。
減
免
の
要
望
は
体

育
協
会
よ
り
75
歳
以
上
の
団
体

に
つ
い
て
さ
ら
な
る
減
免
要
望
が

あ
っ
た
。
65
歳
以
上
の
団
体
に
は

既
に
減
免
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

さ
ら
な
る
減
免
は
行
わ
な
い
。

■ 

議
員　

議
員
に
近
隣
自
治
体

は
無
料
の
と
こ
ろ
は
な
い
、
と
説

明
が
あ
っ
た
が
、
時
津
町
、
長
崎

市
は
団
体
登
録
す
る
と
年
齢
関
係

な
く
使
用
料
無
料
で
あ
る
。（
一

定
の
条
件
あ
り
）
改
め
る
考
え
は

な
い
か
再
度
伺
う
。

■ 

生
涯
学
習
課
長　

町
民
の
皆

様
に
は
一
定
の
理
解
は
頂
い
て
い

る
と
考
え
る
。
今
後
さ
ら
な
る
要

望
が
あ
れ
ば
そ
の
都
度
対
応
す

る
。

■ 

議
員　

徴
収
し
た
使
用
料
は

い
く
ら
か
。
そ
の
使
用
方
法
は
ど

う
か
。

■ 

課
長　

約
５
４
０
万
円
で
あ

り
、
管
理
運
営
費
や
町
民
体
育
館

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
更
新
に
使

用
す
る
。

■ 

議
員　

本
町
の
公
園
か
ら
遊

具
が
撤
去
さ
れ
て
い
る
。
地
元
報

道
機
関
で
も
か
な
り
の
規
模
で
報

道
さ
れ
て
い
る
、
改
め
て
こ
こ
で

説
明
せ
よ
。

■ 

町
長　

28
年
度
に
町
内
全
て

の
公
園
遊
具
の
点
検
を
行
っ
た
。

こ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
29
年
度

は
33
カ
所
修
理
し
、
５
カ
所
撤
去

し
、
使
用
を
中
止
し
た
の
は
32
カ

所
で
、
70
カ
所
処
置
を
し
た
。
今

年
度
は
前
年
度
使
用
中
止
し
た
32

カ
所
の
修
繕
・
撤
去
を
行
う
が
、

新
た
な
使
用
中
止
箇
所
も
発
生
し

て
い
る
。

■ 

議
員　

公
園
遊
具
の
撤
去
の

目
安
、
根
拠
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

先
日
も
地
元
の
公
園
に
あ
る
滑
り

台
が
遊
具
周
辺
を
バ
リ
ケ
ー
ド
さ

れ
て
使
用
で
き
な
い
状
態
に
な
っ

て
い
た
、
子
ど
も
た
ち
は
シ
ョ
ッ

ク
と
思
う
。
遊
具
は
子
ど
も
の
成

長
に
役
立
つ
ば
か
り
で
な
く
、
冒

険
や
挑
戦
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 

土
木
管
理
課
長　

遊
具
の
撤

去
は
主
と
し
て
目
視
、
触
診
に
よ

る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
設
置

答 問
施
設
の
使
用
料

手
数
料
の
廃
止
を

町
民
は
年
齢
な
ど
で

減
免
を
行
う

西
にし

岡
おか

　克
かつ

之
ゆき

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

早く遊びたいな
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 議員
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が
設
置
さ
れ
た
。
な
ぜ
農
協
情
報

な
の
か
不
可
思
議
で
あ
る
。
そ
こ

で
行
政
側
に
再
度
確
認
を
す
る
。

圧
力
は
あ
っ
た
の
か
。

■ 

教
育
長　

住
民
各
位
に
お
詫

び
す
る
。
改
善
策
を
講
じ
、
信
頼

回
復
に
邁
進
す
る
。
自
己
判
断
で

決
裁
し
た
。圧
力
は
感
じ
て
な
い
。

■ 

副
町
長　
圧
力
は
な
か
っ
た
。

■ 

議
員　

今
年
度
の
業
者
は
ど

こ
か
。

■ 

教
育
長　
西
彼
農
協
で
あ
る
。

■ 

議
員　

当
事
業
に
つ
い
て
は

昭
和
59
年
事
業
決
定
さ
れ
、
35
年

が
経
過
し
既
に
約
２
４
０
億
円
が

投
資
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
進
捗

率
は
57
％
。
長
期
化
に
よ
り
地
権

者
の
苦
悩
は
限
界
を
超
え
て
い

る
。
ま
た
、
町
財
政
に
も
大
き
な

負
担
が
強
い
ら
れ
て
い
る
。
早
期

完
成
の
考
え
方
を
示
せ
。

■ 

町
長　

残
工
事
の
一
括
発
注

と
保
留
地
処
分
の
一
部
を
、
一
体

の
契
約
と
し
て
発
注
す
る
一
括
施

工
を
検
討
す
る
。

■ 

議
員　

今
後
の
事
業
工
程
を

示
せ
。

■ 

町
長　

現
在
国
お
よ
び
県
と

協
議
を
進
め
て
い
る
。
協
議
が
整

い
次
第
、
地
権
者
な
ど
へ
の
説
明

会
を
開
催
し
、
入
札
に
向
け
た
事

務
手
続
き
に
入
り
た
い
が
発
注
方

法
の
如
何
に
よ
っ
て
は
施
工
期
間

が
異
な
る
た
め
、
明
確
な
工
程
が

示
せ
な
い
。

■ 

議
員　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
の
話
も

出
て
い
る
が
実
態
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

残
工
事
の
一
括
発
注

を
行
う
場
合
、
そ
の
施
工
期
間
中

に
国
庫
補
助
金
の
配
分
を
確
実
に

受
け
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
も
引

き
続
き
要
望
活
動
を
続
け
る
。

■ 

議
員　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
で
清
算

事
務
、換
地
、仮
換
地
、移
転
費
用
、

事
務
費
の
変
更
お
よ
び
処
理
が
出

て
く
る
が
対
応
で
き
る
の
か
。

■ 

町
長　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
で
も
発

注
す
る
業
務
は
残
工
事
の
施
工
、

一
部
の
保
留
地
の
み
で
あ
る
。
事

業
主
体
は
民
間
に
移
行
す
る
の
で

は
な
く
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
収
束

実
務
を
行
う
。
換
地
、
仮
換
地
に

つ
い
て
は
造
成
変
更
が
見
込
ま
れ

る
位
置
、
形
状
の
変
更
も
予
定
し

て
い
る
。
地
権
者
の
不
利
益
に
な

ら
な
い
よ
う
に
十
分
配
慮
す
る
。

■ 

議
員　

残
事
業
の
み
で
業
者

委
託
は
可
能
か
。

■ 
町
長　

残
事
業
の
一
括
発
注

施
工
と
保
留
地
の
一
部
で
あ
り
、

施
工
範
囲
の
調
整
を
行
い
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
町
お
よ
び
県
が
事
業

施
行
者
と
し
て
実
務
を
担
う
。 

■ 

議
員　

財
源
に
問
題
は
な
い

か
。

■ 

町
長　

複
数
年
の
限
ら
れ
た

工
事
期
間
の
中
で
多
額
の
工
事
費

を
捻
出
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の

財
源
の
確
保
が
発
注
の
可
否
を
決

め
る
事
に
な
る
。
国
庫
補
助
金
の

配
分
、
保
留
地
処
分
金
の
前
倒
し

な
ど
、
慎
重
に
判
断
し
、
早
期
に

進
め
る
。

■ 

議
員　

昨
年
の
学
校
給
食
問

題
を
総
括
す
る
。
昨
年
の
給
食
米

の
件
に
つ
い
て
は
今
な
お
違
和
感

を
持
っ
て
い
る
。
当
該
議
員
関
連

会
社
と
教
育
委
員
会
の
契
約
に
も

関
わ
ら
ず
、
西
彼
農
協
か
ら
の
情

報
提
供
に
基
づ
く
同
僚
議
員
の
抵

触
あ
り
き
の
書
面
で
特
別
委
員
会

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

答 問
給
食
米
の
契
約
に

圧
力
は

圧
力
は
無
か
っ
た

給食米問題
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回答

■ 

議
員　

施
設
の
町
民
有
料
化

の
目
的
で
あ
っ
た
「
自
主
財
源
の

確
保
」は
目
標
額
に
達
成
し
た
か
。

■ 

教
育
長　

目
標
額
を
設
定
し

た
訳
で
は
な
い
。
維
持
管
理
費
や

施
設
充
実
の
た
め
の
財
源
確
保
が

目
的
で
あ
る
。

■ 
議
員　

長
崎
市
や
時
津
町
で

は
、
登
録
団
体
の
使
用
料
は
す
べ

て
無
料
と
な
っ
て
い
る
。（
一
定

の
条
件
あ
り
）
長
与
町
も
登
録
団

体
は
無
料
に
で
き
な
い
か
。

■ 

生
涯
学
習
課
長　

本
町
で
は
、

老
人
会
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
登
録

団
体
は
、
利
用
に
よ
っ
て
一
部
免

除
の
対
応
を
し
て
い
る
。

■ 

議
員　

近
隣
の
自
治
体
の
対

応
と
比
べ
て
矛
盾
を
感
じ
な
い

か
。

■ 

課
長　

長
与
町
は
独
自
の
判

断
で
行
っ
て
い
る
。

■ 

議
員　

Ｊ
Ｒ
が
減
便
さ
れ
、

不
便
と
の
声
が
あ
る
。
増
便
や
車

両
増
の
要
望
が
で
き
な
い
か
。

■ 

町
長　

本
町
は
Ｊ
Ｒ
利
用
者

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
突
然
の
減

便
に
容
認
で
き
な
い
と
申
し
伝
え

た
。
引
き
続
き
増
便
、
増
両
を
要

望
し
て
い
く
。

■ 

議
員　

長
与
駅
で
は
、
車
い

す
の
利
用
者
対
応
の
時
間
が
制
限

さ
れ
て
い
る
。
時
間
の
延
長
が
で

き
な
い
か
。

■ 

町
長　

駅
員
の
勤
務
時
間
も

あ
り
、
現
状
で
は
難
し
い
。

■ 

議
員　

東
高
田
町
営
住
宅
入

り
口
の
信
号
機
は
移
設
で
な
く
、

新
設
で
設
置
が
で
き
な
い
か
。

■ 
町
長　

信
号
機
は
原
則

１
５
０
ｍ
以
上
間
隔
が
な
け
れ
ば

設
置
が
困
難
。
指
摘
の
場
所
は
、

時
津
署
か
ら
移
設
は
可
能
と
見
解

を
受
け
て
い
る
の
で
、
地
域
か
ら

の
移
設
要
望
を
待
ち
た
い
。

■ 

議
員　

バ
ス
停
も
あ
り
、
移

設
で
は
バ
ス
利
用
者
は
不
便
に
な

る
。
新
設
が
有
効
と
思
う
。
県
内

で
も
１
５
０
ｍ
離
れ
て
な
い
場
所

に
信
号
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場

所
も
あ
る
。
新
設
を
強
く
要
望
し

て
は
ど
う
か
。

■ 

総
務
部
理
事　

要
望
は
行
っ

て
み
た
い
。

■ 

議
員　

道
の
尾
蓬
莱
橋
交
差

点
の
信
号
機
は
右
折
が
困
難
。
時

差
式
信
号
機
へ
の
変
更
が
で
き
な

い
か
。

■ 

町
長　

状
況
を
調
査
し
、
要

望
し
て
い
き
た
い
。

■ 

議
員　

三
彩
地
区
の
舟
津
橋

ま
で
の
長
与
中
央
線
の
い
ず
れ
か

の
交
差
点
に
信
号
機
が
設
置
で
き

な
い
か
。

■ 

町
長　

地
元
か
ら
の
設
置
要

望
も
あ
る
が
、
緊
急
性
の
順
位
か

ら
い
ま
だ
設
置
に
至
っ
て
い
な

い
。
今
後
も
要
望
し
て
い
く
。

■ 

議
員　

多
く
の
町
道
の
改
修

が
望
ま
れ
て
い
る
。
年
次
計
画
ど

お
り
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

■ 

町
長　

国
の
補
助
金
が
満
額

交
付
と
な
っ
て
い
な
い
。
当
初
の

計
画
ど
お
り
に
は
進
ん
で
い
な

い
。

■ 

議
員　

６
７
９
路
線
の
改
修

が
必
要
と
以
前
聞
い
た
が
、
ど
の

程
度
改
修
さ
れ
た
か
。

■ 

土
木
管
理
課
長　

２
路
線
は

改
修
を
行
っ
た
。

施設有料化　登録団体は無料に

一定の理解得ている　考えてない
河
かわ

野
の

　龍
たつ

二
じ

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

他
市
町
で
は
無
料
も

危
険
箇
所
に
信
号
を

道
路
改
修
を
急
い
で

答 問
Ｊ
Ｒ
へ
の
増
便
要
請
を

引
き
続
き
要
望
を

行
っ
て
い
く

急いで　道路改修
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回答

■ 

議
員　

政
治
分
野
に
お
け
る

女
性
議
員
を
増
や
す
た
め
の
見
解

と
対
策
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

今
年
、
５
月
23
日
に
、

男
女
が
共
同
し
て
参
画
す
る
民
主

政
治
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
政
治
分
野
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
。
選
挙

に
お
け
る
男
女
の
候
補
者
の
数
が

で
き
る
限
り
均
等
に
な
る
よ
う
目

指
す
こ
と
。
国
お
よ
び
地
方
公
共

団
体
の
責
務
、
政
党
や
政
治
団
体

の
努
力
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら

検
討
を
し
て
い
く
。

■ 

議
員　

女
性
の
社
会
進
出
や

活
躍
社
会
の
町
の
考
え
方
は
ど
う

か
。

■ 

町
長　

女
性
の
活
躍
が
進
む

こ
と
は
、
男
女
の
働
き
方
、
暮
ら

し
方
、
意
識
を
変
革
し
、
男
性
中

心
型
労
働
慣
行
等
を
見
直
す
こ
と

で
、
男
女
が
互
い
に
責
任
を
分
か

ち
合
い
、
共
に
暮
ら
し
や
す
い
社

会
の
実
現
に
繋
が
る
。

■ 

議
員　

町
の
女
性
参
画
の
取

組
状
況
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　
29
年
度
で
は
、
女
性

の
登
用
率
は
、
委
員
会
が
24
・

１
％
、
審
議
会
が
32
・
５
％
、
課

長
職
以
上
の
管
理
職
が
12
・
５
％
、

議
会
に
お
け
る
女
性
議
員
が
25
％

と
県
内
で
も
高
い
割
合
で
あ
る
。

■ 
議
員　
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

窓
口
」
を
設
置
し
て
、
見
え
る
化

を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

■
町
長　
健
康
保
険
課
が
相
談
窓

口
と
な
り
、
業
務
を
行
な
っ
て
い

る
。
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
、
西
彼

保
健
所
の
保
健
師
な
ど
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
相
談
者
や
家
族
の
支

援
を
行
な
っ
て
い
る
。
相
談
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

く
。

■ 

議
員　
「
防
災
・
避
難
所
ト
リ

ア
ー
ジ
」
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

■ 

町
長　

大
規
模
災
害
発
生
に

よ
り
避
難
所
の
収
容
人
数
を
大
き

く
超
え
た
避
難
者
が
避
難
し
て

き
た
際
、
ど
ん
な
避
難
者
を
優

先
的
に
受
け
入
れ
る
か
救
命
処

置
の
優
先
順
序
に
つ
い
て
、
専

門
的
知
識
者
が
判
断
す
る
と
考
え

る
。
町
内
に
避
難
所
は
、
27
カ
所

指
定
し
て
お
り
、
最
大
収
容
人
数

は
、
町
民
の
３
割
程
度
で
、
全
体

で
１
万
３
３
２
９
人
収
容
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

■ 

議
員　
「
避
難
行
動
要
支
援

者
」
の
マ
ッ
プ
と
名
簿
を
、
避
難

支
援
者
の
手
元
に
配
布
す
る
予
定

は
い
つ
か
。

■ 

総
務
部
理
事　

７
月
頃
に
住

民
へ
説
明
会
を
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
単
位
で
モ
デ
ル
地
区
を
選
定

す
る
。
問
題
点
な
ど
出
し
、
完
成

し
た
ら
配
布
す
る
。

■ 

議
員　

要
支
援
者
の
同
意
書

が
得
ら
れ
た
人
数
は
ど
の
く
ら
い

か
。

■ 

理
事　
要
支
援
者
数
１
２
５
１

人
に
対
し
７
２
９
人
の
同
意
が
得

ら
れ
た
。

■ 

議
員　

防
災
訓
練
が
実
施
さ

れ
た
際
の
、
車
い
す
に
取
り
付
け

る
輸
送
補
助
機
器
を
購
入
す
る
予

定
は
な
い
か
。

■ 

理
事　

と
て
も
活
用
で
き
る
。

今
後
検
討
し
た
い
。

政治分野への女性参画の見解は

国の動向を注視しながら検討
安
あ

部
べ

　 都
みやこ

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

答 問
※
避
難
所
ト
リ
ア
ー
ジ
の

考
え
方
は

優
先
順
序
を
専
門
的

知
識
者
が
判
断

＊ 

避
難
所
ト
リ
ア
ー
ジ

傷
病
者
の
重
症
度
と
緊
急
性
、
障

が
い
な
ど
に
よ
り
、
避
難
所
に
お

け
る
優
先
順
位
を
選
択
し
、
よ
り

良
い
避
難
所
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。

日頃からの防災訓練が大事だね！

女性の政治分野、社会参画がどんどん進むといいなあ ~



ながよ町議会だより　No.166 18

５月 23 日に北部地区多目的研修集会施設、24 日に南交流センターにおいて、議員と語ろう会
（議会報告会）を開催しました。23 名の方々にご参加いただき、議会からの報告に対する質疑や
議会への要望など、さまざまなご意見等をいただきました。当日は、予算の報告や、議会の活
動報告を行った後、グループに分かれて町民の皆様との意見交換会を行いました。これからも、
議会を身近に感じていただけるよう、議員一丸となって頑張ります。

各会場では、参加された町民の方が３、４名ずつのグループに分かれ、それぞれに議員２名が
加わり、主なテーマを『今後の長与町のまちづくりについて』として、長与町のいい所、改善
したい所など自由な意見交換を行いました。 頂いた意見の中から一部を紹介します。

北部地区多目的研修集会施設 南交流センター

各グループで出された意見を全体で共有しました

詳細な報告書は後日議会ホームページに掲載します。

● 西高田踏切付近の渋滞がひどく、幸福度日本一
が見えてこない。

● 乗合タクシーを広げてほしい。
● 自然が美しく果物が豊富。JR があって交通が

便利。
● 家族でゆっくりできる場所がほしい。
● 議員ともっと話したり、交流する場がほしい。
● 町の事業は重複がないように整理してほしい。

参加者の声（抜粋）

主な質問

３0年度予算約 122億円は前年度
と比較してどうなっているのか。
また大きな支出はどのようなもの
があるか。

高田南区画整理事業の新聞記事の感
想を聞きたい。PFI で本当にできる
のか、めどはどうなのというのを聞
きたい。関連して新図書館の建設に
影響する。高田南のめどが立たない
と新図書館建設に向かわないのか。
他の方法はないのか。

29 年度に対して、0.4％の増となっている。30
年度予算の中で、議会費は1.1％。
大きい費用は民生費で予算全体の約 40％の 49億
7700万円。そのうち扶助費が30億 2700万円。
その他教育費予算が 11億 5300 万円。借金返済
に14億 7000万円となっている。

議員もこのことは非常に重く考えている。PFI は
まだ県で検討している最中だ。高田南の区画整理
地内の道ノ尾公園部分などを PFI で行えないか、
県と町とで検討しているところだ。図書館につい
ては、町長の考え方次第であるが、財政的に高田
南のめどがつかないと建設は難しいと思う。

Q1

Q2

A

A

議員と語ろう会を開催しました



①自治会回覧 ②チラシ・ポスター ③フェイスブック ④議員から ⑤その他 小計
11 2 1 7 2 23

①わかりやすかった ②わかりにくかった ③どちらといえない ④無回答 小計
12 3 6 0 21

※
６
次
産
業
化
・
下
水
の
高
度
処
理
な
ど
調
査

委
員
長
　
西
岡 

克
之

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
　
調
査
報
告

○
調
査
期
日

　

・
５
月
15
日
か
ら
17
日

○
調
査
目
的
・
調
査
内
容

　

船
橋
市
が
下
水
処
理
に
高
度
処

理
を
導
入
す
る
に
至
る
ま
で
の
経

緯
と
処
理
方
法
に
伴
う
現
状
処
理

設
備
の
新
た
な
利
用
状
況
、
管
理

方
法
。

　

６
次
産
業
化
に
至
る
ま
で
の
初

期
費
用
、
生
産
、
加
工
、
販
売
が

軌
道
に
乗
る
ま
で
の
経
過
と
現
状

の
営
業
形
態
。

　

６
次
産
業
化
の
取
組
と
現
状
に

つ
い
て
、
行
政
関
与
の
経
過
、
成

果
の
検
証
に
つ
い
て
。

　
　

○
研
修
を
終
え
て

　

船
橋
市
が
高
度
処
理
導
入
に

至
っ
た
経
緯
は
法
律
に
よ
る
排
出

規
制
に
よ
る
も
の
で
、
い
か
に
設

備
投
資
を
少
な
く
す
る
か
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
抑
え
る
か
と
い

う
点
で
参
考
に
な
っ
た
。

　

佐
倉
き
の
こ
園
は
、
初
期
費
用

に
補
助
金
な
し
で
農
業
関
連
資
金

で
賄
い
、
６
次
産
業
化
を
成
功
さ

せ
る
に
至
る
苦
労
話
に
感
慨
深
い

も
の
が
あ
っ
た
。

　

江
田
島
市
は
行
政
合
併
に
よ
り

新
産
業
創
出
を
オ
リ
ー
ブ
で
図
ろ

う
と
行
政
と
民
間
で
共
に
努
力
し
、

民
間
の
力
を
大
き
く
関
与
さ
せ
、

行
政
も
後
押
し
し
て
成
功
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
た
。

千
葉
県
船
橋
市
（
西
浦
下
水
処
理
場
）

千
葉
県
佐
倉
市
（
佐
倉
き
の
こ
園
）

広
島
県
江
田
島
市
役
所
・
江
田
島
オ
リ
ー

ブ
園
・
江
田
島
オ
リ
ー
ブ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

正
規
の
調
査
報
告
書
は
全
委
員
が
提
出
し
て
い
ま
す
。
議
会
事
務
局
ま
た
は
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

＊
６
次
産
業

農
林
漁
業
者
が
農
畜
産
物
・
水
産
物
の
生

産
だ
け
で
な
く
、
食
品
加
工
、
流
通
・
販

売
に
も
取
り
組
む
こ
と
。

No.166　ながよ町議会だより19

● 議員との話し合いの時間を 1.5 時間～ 2 時間にお願いする。
● 報告会はずっと続けて欲しい。語ろう会として時間が短い。
● 説明は行政がするような内容であった。もっと長与の将来を議員がどう考えているか、行政の

予算施策への評価の意見を闘わすべし。
● 報告よりも、「住民の声を聞く会」に徹したほうが、みなさんいいのでは？

参加者へのアンケート結果

議会報告会参加のきっかけは何ですか。（複数回答あり）

今回の議会報告会をどのように感じられましたか。

議
会
改
革
ラ
ン
キ
ン
グ

全
国
52
位

　

早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
研
究
所
が
議
会
改
革
度

調
査
２
０
１
７
ラ
ン
キ
ン

グ
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
議
会
の
現
状

に
つ
い
て「
情
報
共
有
」「
住

民
参
加
」「
機
能
強
化
」
の

観
点
か
ら
議
会
改
革
の
度

合
い
を
数
値
化
し
、
順
位

付
け
す
る
も
の
で
す
。

　

都
道
府
県
議
会
を
含
む

全
国
１
７
８
１
議
会
の
う

ち
、
１
３
１
８
議
会
が
ア

ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
、
本

町
議
会
は
全
国
で
52
位
と

な
り
ま
し
た
。

　

町
民
に
信
頼
さ
れ
る
議

会
を
目
指
し
て
、
引
き
続

き
議
会
改
革
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

自由意見（一部抜粋）



よ
な
が

町
議
会
だ
よ
り

平
成
30
年
７
月
発
行
■
発
行
／
長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
議
会
　
発
行
責
任
者
／
議
長 

内
村 

博
法
　
編
集
／
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会  〒

851-2185  T
EL

（095

）801-5700  FA
X

（095

）887-2144

議
会
広
報
広
聴

常
任
委
員
会

　
役
場
前
に「
長
与
町
庁
舎
」と

彫
っ
た
石
銘
板
が
あ
り
ま
す
。こ
こ

に
あ
る「
庁
」の
旧
字
体「
廳
」の
成

り
立
ち
を
調
べ
る
と〝
ま
っ
す
ぐ
な

心
で
よ
く
聴
く
建
物
〞の
意
味
か

ら
、転
じ
て
役
所
を
意
味
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
か
。

　
町
議
会
が
実
施
し
た
町
民
意
識

調
査
に
よ
る
と
、意
見
を
町
政
に
反

映
さ
せ
た
い
時
は
ど
う
し
ま
す
か

と
の
問
に
、役
場
に…

23
％
、議
員

に…

11
％
と
の
結
果
で
し
た
。

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会
は
、議

会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
へ
と
変

え
、議
会
報
告
会
を
開
き
、質
疑
応

答
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、ま

ち
づ
く
り
の
課
題
提
起
、提
案
な
ど

お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
、お
待
ち
し
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　（
堤
　
理
志
）

委 

員 

長
　
饗
庭
　
敦
子

副
委
員
長
　
堤
　
　
理
志

委
　
　
員
　
浦
川
　
圭
一

　
　
　
　
　
中
村
　
美
穂

　
　
　
　
　
安
藤
　
克
彦

　
　
　
　
　
分
部
　
和
弘

　
　
　
　
　
吉
岡
　
清
彦

　
　
　
　
　
竹
中
　
　
悟

編
集
後
記

この「ながよ町議会だより」は、環境に配慮し再生紙と揮発性有機化合物を一切含まない
NON-VOC ベジタブルインキで印刷されています。

皆さまの声は抜粋、要約させていただきました。
たくさんのご意見ありがとうございました。

傍聴席から 6月議会の傍聴者は

延べ でした42人

　初めて議会傍聴させて頂きました。傍聴席が４８席あるに
もかかわらず、９名の傍聴人では少ないのでは？と思う。町
民が町政に参画を望むところです。
　議会は緊張感のあるもので大変良かったと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （５０代　男性）

　４月の議会だよりに、ＱＲコードで質問の録画が見られる
ようになっています。
　今後、町議会のライブ映像を送信する計画はありますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （７０代　男性）
（編集注：平成25年3月より、ライブ配信も行っています。）

　傍聴は初めて出席させていただいて、傍聴者の方が少
なく、町がより善くなる為には、関心をもつ事の大切さを
改めて感じました。
 · 議会で細かく質問されていて、よく理解できた。
 · 議会でどの様に各種の問題点を把握し実行しているか
　大変理解できた。
 · 多くの方に聞いていただくように、広報などで広めて頂
　きたい。　　　　　　　　　　　　　（６０代　夫婦）

　今回初めての傍聴をさせて頂いたのですが、現場の役
場職員の皆さんが、長与町の為に一生懸命努力されてい
る事を見せて頂きました。広報ながよにも記入されていた
のでしょうが、土曜日役場が開いていること等、目を通し
ていなかったことを思いました。それぞれの受付では、待
たせる事もなく、すみやかに、笑顔で接してくださる事を
望みます。
　長与町は、今、ベッドタウンになっているので、皆さんが
長与の商業施設で、町内での色々な買い物ができたらい
いと思いました。　　　　　　　　　　  （６０代　女性）
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次の定例会は 開会の予定です。 傍聴をお待ちしています。9月4日（火）

寸志・慶祝など
弔慰
（生花スタンド・香典など）

視察お土産代

75,000円
14,580円

8,197円

（15件）

（1件）

（1件）

97,777円支出合計 （17件）

議会情報を発信中！コメントをお待ちしております。

をよろしく
お願いします。

https://www.facebook.com/nagayochogikai

いいね！

ＱＲコード

現在
（6月末）

30年4月1日から6月30日までの
総額と件数

434名
議長交際費
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